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会 社 名 こころネット株式会社

代 表 者 名 代表取締役社長　菅　野　孝太郎

（コード番号：6060）

問 合 せ 先 取締役　　　　　澤　田　正　晴

（TEL.　024-573-6556）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する四半期純利益

１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
百万円

4,366

百万円

172

百万円

178

百万円

89

円 銭

23.41

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 4,366 180 220 105 27.44

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △0 8 41 15 －

増 減 率 （ ％ ） △0.0 4.7 23.4 17.2 －

(ご参考)前期第２四半期実績

（20 2 1年３月期第２四半期）
3,793 △82 △66 56 14.65

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
百万円

9,000

百万円

510

百万円

525

百万円

415

円 銭

108.04

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 8,660 330 385 250 65.05

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △339 △179 △140 △165 －

増 減 率 （ ％ ） △3.8 △35.1 △26.7 △39.8 －

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績

（ 2 0 2 1 年 ３ 月 期 ）
7,986 86 153 △864 △224.99

2021年10月29日

各　　位

業績予想の修正に関するお知らせ

　最近の業績動向を踏まえ、2021年５月13日に発表しました業績予想を下記のとおり修正いたしまし

たので、お知らせいたします。

記

１．業績予想の修正について

　2022年３月期第２四半期（累計）連結業績予想の修正（2021年４月１日～2021年９月30日）

　2022年３月期通期連結業績予想の修正（2021年４月１日～2022年３月31日）

－ 1 －
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売上高 経常利益 四半期純利益
１株当たり

四半期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
百万円

853

百万円

454

百万円

410

円 銭

106.92

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 853 476 453 117.93

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 0 21 42 －

増 減 率 （ ％ ） 0.0 4.7 10.3 －

(ご参考)前期第２四半期実績

（20 2 1年３月期第２四半期）
710 312 272 71.02

売上高 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）
百万円

1,344

百万円

532

百万円

477

円 銭

124.38

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 1,344 555 520 135.40

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 0 22 42 －

増 減 率 （ ％ ） 0.0 4.2 8.9 －

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績

（ 2 0 2 1 年 ３ 月 期 ）
1,207 322 △337 △87.90

　2022年３月期第２四半期（累計）個別業績予想の修正（2021年４月１日～2021年９月30日）

　2022年３月期通期個別業績予想の修正（2021年４月１日～2022年３月31日）

２．修正の理由

　（１）連結業績予想

　　①　第２四半期累計期間

　売上高につきましては、まん延防止等重点措置の発出等により、婚礼事業において婚礼施行

件数並びに婚礼施行単価の回復が停滞した一方、石材事業において石材卸売数量並びに石材小

売数量が好調に推移したこと等から、ほぼ前回発表予想のとおりの見込みとなりました。

　利益面につきましては、売上原価の低減、販売費及び一般管理費の圧縮に努めたこと等によ

り、前回発表予想を上回る見込みとなりました。

　　②　通期

　前回発表時点においては、新型コロナウイルス感染症による影響が2022年３月期上期中は継

続するものの、2022年３月期下期以降は緩やかに回復することを前提とし、連結業績予想を算

出しておりました。しかしながら、未だに感染拡大の動向や収束時期が見通せないことから、

各事業とも感染症による影響が今期末まで継続するものと前提を変更し、連結業績予想を算出

し直しました。その結果、売上高、利益面とも前回発表予想を下回る見込みとなりました。

　（２）個別業績予想

　　①　第２四半期累計期間

　売上高につきましては、ほぼ前回発表予想のとおりの見込みとなりました。

　利益面につきましては、経費圧縮に努めたこと等により、前回発表予想を上回る見込みとな

りました。

－ 2 －
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　　②　通期

　第２四半期累計期間における修正の理由により、利益面が前回発表予想を上回る見込みとな

りました。

（注）本資料における上記の予想を含む記述は、発表日現在に入手可能な情報に基づき作成したもの

　　　であり、実際の業績・結果は予想数値あるいは見通しと異なる場合があります。

以　上

－ 3 －


